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本市の人口

(昭和49年10月1日現在)

人ロ総数 193.406人

男 94.455人

女 98. 9 5 1人

帯 数 60.388世帯
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の
発
慢
の
た
め
、
公
共
事
曜
に
協
力
し
一
・
ま
た
、
同
母
工
構
図
加
の
部
税
に
つ
一
く
る
考
え
は
あ
る
か
。
-
段
闘
の
充
実
が
仇
婦
だ
と
思
う
い
か
、
積
一
決
で
一
円
ラ
。
ま
た
、
城
南
中
の
敷
制
が

た
市
民
は
軍
用J
移
転
、
土
地
の
提
供
な
一
い
て
は
、
本
年
延
竺
一
期
に
み
な
し
叙
一
答
生
犀
綜
制
法
が
本
年
八
月
三
十
一也
的
に
取
り
組
む
必
え
は
あ
る
か
。
一
低
水
位
地
域
で
あ
る
た
め
、
士
椛
り
も

ど
大
吉
な
犠
特
を
払
っ
て
い
る
。
乙
れ
一
税
を
す
る
予
定
で
あ
る
・
な
お
、
土
問
一
一
日
に
溜

gdれ
た
ば
か
り
で
あ
る
の
一
答

腔
業
を
蔵
門
蒋
く
諸
情
勢
は
き
一
し
排
水
狩
附
を
完
全
に
し
て
い
く
。

そ

ら
の
開
国
に
附
す
る
固
定
資
障
税
の
減
一に
つ
い
て
は
、
所
有
栴
移
転
が
済
み
次
一
で
、
都
市
町
耐
咽
川
被
告
の
中
に
生
商
緑
一
び
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
一
の
た
め
の
補
医
予
算
を
奇
捕
金
に
提
案

免
借
慨
を
澗
ず
る
噌
え
は
な
い
か
。
ま
一
第
m
A

税
を
す
る
。
一
地
部
会
を
設
吋
、
腿
唱
関
係
者
の
H
M
M
H

一
る
た
め
舵
協
組
般
の
強
化
と
世
訓
告
出
立
し
て
い
る
。

た
国
母
工
普
賢
営
企
業
に
対
す
一
マ
農
業
行
政
'

一
を
聞
く
ま
で
空
し
、
期
待
に
主
す
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
埠
ら
れ
て
い
一
山
読
ま
，
に
つ
い
て
は
、

芸

品
定
車
税
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
一

生

産

.

緑

地

三
ょ
う
勢
力
す
る
。
一
る
。
し
た
が
っ
て
、
位
協
最
寄
研
耳
障
関
長
街
中
で
あ
り
、
そ
れ
が
掛

答

案

事

業

へ

協

力

し

て

い

る

閉

一

を

早

期

に

一

農

協

の

合

併

一究

会

主

星

雲

E
ね
て
き
た
こ
わ
り
語
、
霊
的
に
改
革
し
て
い
く

民

へ

の

時

免

は

、

現

在

の

税

渋

上

で

出

一

一

一本
年
腔
か
ら
乙
れ
を
発
展
的
に
組
組
酢
一
考
え
で
あ
る
。

一

一

を

積

極

的

に

一

一

減
免
措
問
が
と
れ
な
い
の
で
理
解
し
て
一
間
股
品
段
風
慌
の
一
環
と
し
て
閉
一

一元
し
、
合
併
併
進
岳
民
会
を
投
慨
し
た
↑

九
月
覇
市
議
言
、
九
旦
下
H
に
招
集
さ
れ
、
講
を
三
十
日
ま
で
と
し
、
閉
長
か
ら
引
開
附
さ
れ
た
水
道
担
金
薬
会
条
例
帯
十
八
件
、
一
般

一も

ら

い

た

い

。

一

宮

島

内

に

生

産

宮

室

期

に

つ

一

開

講

堂

進

肢

の

た

め

に

は

、

一の
で
、
乙
れ
毒
に
盟
富
島
導
一
マ

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

会
計
を
は
じ
め
と
す
る
補
正
予
算
主
件
、
喜
一
省
民
の
任
命
帯
人
事
事
一
件
四
件
の
計
二
十
七
曜
件
の
う
ち
、
水
道
担
金
窓
雲
忽
例
及
び
教
育
委
員
の

一

一

止
協
力
を
得
な
が
ら
促
進
し
て
い
え
一

防

除

対

策

の

器
の
二
件
は
、
反
対
討
論
が
行
な
わ
れ
霊
を
も
っ
て
決
し
た
ほ
か
、
二
十
毒
に
つ
い
て
は
量
な
く
阪
曜
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。
芝
、
線

一

一V
水

道

行

政

一
マ
城
南

中

の

鉄

化

石

一

万

全

を

期

せ

員
提
案
の
「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
に
伴
う
国
庫
負
担
の
増
術
噂
に
閃
す
る
意
見
部
」
「
臨
時
国
会
の
開
会
敢
ぴ
に
財
政
措
ぽ
に
関
す
る
意
見
笥
」
及
び
一

一

一

「
護
者
童
話
定
の
た
め
の
覧
脅
」
の
密
を
決
め
た
ほ
か
、
昭
和
四
十
八
年
度
各
会
計
別
遣
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
間
関
し
て
あ
一

料

金

の

改

定

は

一

ガ

ス

を

排

除

、

排

一
間
今
年
は
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

る
決
算
程
奈
川
別
議
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
と
し
、
十

一
日

間

の

金

期

を

終

わ

っ

て

三

十

日

に

間

企

い

た

し

ま

し

た

。

一

一

水

段

備

を

完

全

に

一
り
が
全
市
域
に
究
書
じ
、
一
般
城
山
師

-

審

議

会

の

答

申

を

侍

っ

て

検

討

一

間
在
室
哲
中
学
校
の
章
一
を
は
じ
め
、
品
、
学
校
等
公
共
施
設

腕

一

提

出

、

九

月

一

干

官

官

二

十

六

日

ま

で

の

一

-百
聞
に
わ
た
り
、

一害
性
格
が
強
い
。
需
品
棋
の
と
め
の
資
番
付
制
車
を
検
討
す
る
者
一

一
に
聞
の
充
て
た
占
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
の
樹
木
に
大
き
な
容
を
与
え
た
が
、

倒

石

川

章

受

今

川

本

市

(

産

会

)

、

5-帯
(
新
政
会
)
、
山
一口
、
財
政
規
模
の
柚
需
と
で
は
主
え
は
な
い
か
。

一

間
荒
川
昔
前
ダ
ム
誌
に
夕
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
霊
的
な
竺
ェ
ク
ト
・
チ
1
ム
を
編
成
し
、
費
数
一四
十
二
一
年
に
千
自
に
埋
め
た
侍
す
で
一
防
除
の
状
況
と
来
年
度
全
発
生
が
予

議
室
経
(
市
民
ク
)
、
内
罪
一
(
市
民
ク
)
、
風
間
量
(
社
会
党
)
、
堀
一は
な
い
よ
う
だ
が
、
市
長
の
イ
デ
オ
ロ

一
答

農

村

民

需

と

な

る

集

会

掛

言

語
λ

需
品
の
理
解
で
義
吉
一え
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
情
事
仕
事
長
し
方
な
ど
を
雪
て
い
一に
盆
が
で
て
、
公
書
物
資
と
の
格
付
忘
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

柿

内

基

(

詰

党

)

、

雨

露

支

障

党

)

の

八

氏

喜

著

雲

袋

し

一ギ
ー
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
主
う
で
は
一
は
重
で
あ
る
。
主
で
き
る
号
、

一れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
そ
れ
で
も
な
一明
の
変
化
で
覇
空
上
が
っ
て
き
た
一る
。
と
に
か
く
水
道
局
と
し
て
は
、
旦
吋
が
さ
れ
て
い
た
と
号
。
埋
誌
が
一
答
本
年
早
思
し
な
か
っ
た
の
で

別
当
面
す
る
市
政
自
制
点
を
中
心
に
活
発
な
自
主
開
し
ま
し
た
。
そ
の
一
望
。
ま
た
、
動
物
闘
の
移
転
な
ど
大
一自
治
会
の
譲
位
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
語
負
担
金
宗
泣
担
金
に
議
事
一
の
で
、
上
げ
る
に
は
市
民
の
理
解
宣
言
戻
っ
て
企
業
努
力
を
し
て
い
く
。

一な
い
と
は
い
ヌ
、
書
途
上
早
学
生
一
予
算
的
に
は
十
分
で
な
か
っ
た
が
、
経

H

明
主
な
内
容
は
、
択
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
五
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
市
長
の
一
一
自
治
会
、
一
公
会
堂
吉
原
に
努
力
石
は
大
き
い
。
事
公
約
で
は
任
期
中
一て
か
ら
と
唱
え
、
遊
撃
需
要
設
一

給

水

区

域

外

の

一の
グ
ラ
ワ
ン
ド
に
そ
の
よ
う
な
鉄
化
石
一
暗
号
詰
緑
閉
ま
中
心
に
防
韓

日

号

一

マ

中

期

計

画

一

は
と
の
謀
長
い
て
本
計
図
を
霊
一唱
え
方
を
聞
き
た
い
。
一
し
月
間
確
保
の
た
め
の
利
子
補
撃
を
一は
木
泊
料
金
吾
値
上
げ
し
な
い
と
の
乙
一聞
の
請
を
案
し
た
。
し
た
が
っ
て
一

一重
め
立
て
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
一
卸
会
警
君
、
望
書
需
拡
制

一

。

一

執

行

方

針

に

基

く

す
で
あ
り
、
本
書
中
に
は
で
き
あ
が
一
答
革
新
市
長
会
に
入
金
し
た
E
と
一
望
し
て
い
き
た
い
。

7
だ
が
、
水
着
の
経
謀
況
を
み
る
一こ
の
薬
会
の
富
喜
っ
て
仰
上
げ
一

飲

料

水

対
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Aか
ら
の
間
情
に
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す
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問
状
回
一
を
確
立
し
、
広
葉
上
平
自
治
会
に
生

部

2
一
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一
る
。
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を
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上

げ
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伴
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国

庫

一

日
諮
問
号
室
長
計
四
十
九
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九
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=
一吉

合

長

・

小

林

章
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1
1
1
1
1
1
一
負

担
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増

額

等

に

関

す

る

意

見

書

一
省
、
地

方

自

言

九

十

九

季

一

甲

府

市

翠

採
択
さ
れ
た
も
の

一
言
、
蓄
量
幕
、
身
告
書
巴
理
圃
圃
圏
一
壁
イ
ン
フ
レ
、
狂
言
に
よ
る
ょ
っ
高
府
市
警
は
、

乙
の
喜
一安
定
に
よ
り
宣
言
苦
し
ま
問
時
間
三
重

一者の無制
入
裕
の
た
め
の
閉
費
助
成
↑
・
・
圃
敵
脳
・
・
・
圃
E
闘
・
・
一

ー一

」

【

民

生

委

員

会

】

一

(
甲
府
車
窓
口
長
=
弄
三
重
)
一
圃
・
・
・
・
・
圃
一
諸
経
費
の
語
、
とり
わ
吋
、
「
警
量
起
の
た
め
、
択
の
襲
寄l
ず

一

被

爆

者

援

護

法

制

定

の

た

め

の

日
勾

当

主

題

誤

認

一

申

告

恒

一

一

辺

一

一

話

料

一

諮

問

一

良

一

【科

目

た

も

の

一

盟

純

一

部

一

一

日

日

一

一

一

一
広
一

品

開
が
投
下
さ
れ
て
き
利
矧
で
手

産

されて
い

一
ι、
い
ず
れ
も
星
ど
お
り
可
決
し
ま
一
に
も
例
を
み
l
画
期
的
な
も
の
で
高
一
げ
す
る
た
め
の
還
で
あ
る
の
で
、
鋼
一o一語朝
君
主
げ
(
社
団
秩
人
山
一
O
公
若
者
上
P
2

止
等
(
習
一日
掲
由
学
栓
移
転
、
統
合
早
速
す
か
ら
韓
請
が
平
均
十
六
%
引
き
正
に
蓄
し
、
か
っ
、
宮
、
A
一
2
一
一
十
九
年
率
た
に
も
か
か
わ
ら
・
ま
す
。
叫
が
輔
の
化
肩
書
毒
装

ー
し
た
が
、
重
会
で
は
一
般
会
計
補
正
一
く
評
価
す
る
カ
乙
の
実
施
に
あ
た
り
、一
製
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
警
が
十
分
生
一
番
宰
医
療
協
会
理
事
長
小
池
冊
子
納
入
塁
甲
府
和
袋
野
栄
一恕
(
山
域
間
区
黒
混
合
会
長
議
一
上
げ
ら
れ
ま
す
。
費
宝
界
に
富
で
き
る
話
相
酬
一;
書
簡
易
富
暴
落
語
な
襲
、
詰
話
語
学
話

削
一義
に
関
連
し
て
、
甲
府
市
独
自
の
教
一
そ
の
量
的
な
震
と
今
後
の
見
と
お
一
か
さ
れ
主
品
恕
す
き
と
。

一-
)

一

子

)

一馬
凪
ほ
か
)

一
番
高
察
叫
ば
れ
て
い
る
奇
の
引
き
上
げ
の
還
を
期
さ
れ
た
い
一問
主
く
放
閲
さ
れ
て
者
ま
し
た
・
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

日
豪
語
審
五
か
年
計
幽
に
誕
づ
い
一
し
を
士
再
建
ま
で
に
票
す
る
こ
一
二
、
広
報
事
の
要
件
か
ら
、
充実
一
【重
政
経
済
委
員
会】

一

一

一目
、
今
自
の
接
訴
引
き
上
げ
に
み
こ
と
。

一
開
提
携
の
大
事
散
は
ま
す
ま
す
ま
た
、
反
撃
皇
室
十
年
間
に

4
一

h
E
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1
1
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一
を
は
か
る
た
め
広
報
担
当
量
織
程
一
言
遺
言
明
言
治
ま
一

【建
政
経
済
委
員
会
】

一
継
続
奪
査
す
る
も
の

τれ
る
よ
う
こ
、
心
者
負
担
最
大
平
一
その際、

5
2
2干
し
、
病
気
喜
発
さ
せ
て
い
ま
わ
た
っ
て
害
さ
れ
て
き
た
抑
制
寝

和
一

・

匝

・

目

Y
圃
圃
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一

一
言
語
入

Z臨
自
治
会
長
一

一

-
¥
l

u
y

N

間
一

au--ヘ
薗

一を検討する

20
以
上
の
蓄
が
出
一会
長
・
巾
皇
太
郎
ほ
か
)
一
京
総
ほ
か
)

一
【総
務
委
員
会】

一等
処
さ
れ
る
伸
険
制
の
弓
主
げ
な
か
り
、
護
者
の
臼
宿
高

汁

斗

す
。
放
射
君
主
誌
と
い
き
な
主
的
で
あ
ま
。
ゎ

一

‘
崎

‘

圃

圃

一されました。

こ
の
ほ
か
川
容
、

一

ι編入
(
理
寺
町
議
自
治
会
一

o革
問
責

霊

信

寝

室

一晃
方

2
2
2
z一ど
、
震
の
壁
に
よ
っ
て
露
書
加
す
る
と
と
の
な
い
よ
う
抑
止

書

一
-
込
書
は
肉
体
暴
く
む
し
ば
れ
わ
れ
は
、
日
米
政
府
に
よ
っ
て
読

一
通

観

-

母

、

回

一

圃

一
卒
者
五
十
五
百
て
見
込
枚
一;

章

一

地

震

代

官

接

ほ

か

)

一賢
明
説
明
奇
襲
長
千
弘
一わ
れ
る
べ
ま
の
で
な
く
、
妻
的
に

Z
E
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一み
つ
づ
吋
言
の
で
あ
る
た
め
さ
れ
て
き
読
?
?

一-7
1観
き

・
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